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「５つの伴づくり」を決めた連合会総会
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６
年
ぶ
り
役
員
一
新

「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
誓
う

「住民の連携」「生活環境の向上」「災害に強く・
犯罪のない地域」―の３つの基本理念を実現するため
に、「５つの伴づくり」を掲げて、平成28年度の連合
会運営を進めます。
①子どもからお年寄りまでが安心して歩ける「伴」
・「ゾーン30」を核にした総合的な交通安全対策
②自助・共助。助け合いながら、幸せに暮らせる「伴」
・地域防災計画＝ハザードマップ、避難計画などの作
成
③知育・体育・徳育。子どもがすくすくと学び育つ
「伴」
・広島市内で2番目の超マンモス校の教育環境の改善
④情報が行き交い、みんなが手を携えて地域づくりに
励む「伴」
・住民―町内会―連合会―行政をつなぐ情報ネットワー
クの構築
⑤住み・動き・働き・憩う社会インフラ豊かな「伴」
・急激な都市開発のひずみを解決する「まちづくり」
の取り組み
―以上の「５つの伴づくり」を関係部会の活動の柱

として取り組みます。

活動
目標

伴
学
区
町
内
会
連
合
会
は
「
５
つ
の

伴
づ
く
り
」
＝
左
表
＝
を
目
標
に
掲
げ

て
、
28
年
度
の
活
動
に
入
っ
て
い
ま
す
。

役
員
体
制
は
６
年
ぶ
り
に
一
新
し
、
教

育
環
境
の
改
善
か
ら
交
通
安
全
、
防
災
、

防
犯
と
地
域
に
横
た
わ
る
生
活
に
密
着

し
た
懸
案
の
解
決
に
、
新
旧
役
員
が
手

を
携
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
７
回
通
常
総
会
（
５
月
21
日
、
Ｊ

Ａ
伴
支
店
会
議
室
）
で
新
役
員
の
選
任

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
長
に
は
６
年
間

務
め
た
秋
野
征
治
会
長
（
雲
願
寺
町
内

会
長
）
が
退
任
し
、
三
城
田
町
内
会
長

の
川
本
一
之
氏
が
２
代
目
の
会
長
に
、

事
務
局
長
は
上
垣
内
保
之
伴
中
央
町
内

会
長
に
代
っ
て
細
坂
町
内
会
長
の
天
王

春
人
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
「
住
民

の
連
携
」
「
生
活
環
境
の
向
上
」
「
災

害
に
強
く
、
犯
罪
の
な
い
地
域
」
―
の

３
点
を
基
本
理
念
に
し
、
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
「
５
つ
の
伴
づ
く
り
」
を

掲
げ
て
各
部
会
で
取
り
組
む
方
針
を
決

め
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
安
心
し
て
歩
け
る
道
を

取
り
戻
す
「
ゾ
ー
ン
30
」
制
度
を
学
区

全
域
に
広
げ
る
と
と
も
に
、
市
内
２
番

目
の
超
マ
ン
モ
ス
校
の
伴
小
の
教
育
環

境
の
改
善
、
さ
ら
に
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、
急
激
な
都
市
化
の“

ひ
ず

み
”
を
解
決
す
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を

新
規
に
加
え
ま
し
た
。

川
本
会
長
は
「
西
風
新
都
の
開
発
で

伴
地
区
は
児
童
数
が
急
増
し
、
大
型
ト

ラ
ッ
ク
や
ダ
ン
プ
カ
ー
が
狭
い
道
路
を

走
り
回
り
、
生
活
、
教
育
環
境
は
悪
化

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
幼
児
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
体
の
不
自
由
な
人

も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
伴
を
知
恵
を

出
し
合
っ
て
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）
。

会
長
＝
川
本
一
之
（
三
城
田
）

副
会
長
＝
山
田
初
則
（
奥
畑
）
、
加
藤

栄
治
（
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
大
原

駅
前
）
、
上
山
彰
（
大
原
）

事
務
局
長
＝
天
王
春
人
（
細
坂
）

理
事
（
会
計
）
＝
大
迫
俊
治
（
大
下

中
畑
）
◇
理
事
＝
尾
坂
睦
晴
（
広
陵
）
、

庄
原
正
則
（
上
伴
）
、
川
原
春
巳
（
寿
）
、

水
嶋
節
郎
（
伴
中
央
）
、
砂
田
昌
彦

（
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
大
原
）
、
佐
々
木
良

司
（
雲
願
寺
）
、
遊
佐
康
彦
（
瀬
戸
内

苑
）
、
則
川
浩
二
（
若
葉
台
）
◇
特
任

理
事
＝
秋
野
征
治
（
雲
願
寺
）
、
上
垣

内
保
之
（
伴
中
央
）
◇
監
事
＝
稲
葉
憲

治
（
三
城
田
）
、
段
原
克
彦
（
広
陵
）

顧
問
＝
谷
口
修
、
安
達
千
代
美
（
い

ず
れ
も
市
議
）
◇
相
談
役
＝
原
田
照
美

（
細
坂
）

沼
田
町
伴
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
の
新
し
い
会
長
に
桑
原
一

之
・
伴
東
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
長

＝
写
真
＝
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
４

年
間
務
め
た
秋
野
征
治
氏
は
委
員
と

し
て
残
留
。
副
会
長
、
事
務
局
長
も

多
く
が
交
代
し
、
新
し
い
役
員
体
制

に
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
の
事
業
計
画
は
西
風
新
都

に
関
係
し
て
外
環
状
線
の
整
備
の
促

進
、
防
災
機
能
の
充
実
、
教
育
環
境

の
改
善
を
重
点
に
掲
げ
ま
し
た
。
地

元
要
望
で
は
沼
田
合
同
庁
舎
（
仮
称
）

の
建
設
促
進
、
久
地
通
り
の
整
備
、

沼
田
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置
促
進
、

「
ゾ
ー
ン
30
」
の
拡
大
な
ど
に
取
り

組
む
方
針
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

総
会
は
６
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
は
う
で
ぃ

亭
で
開
催
。
冒
頭
、
桑
原
会
長
が

「
ご
み
焼
却
場
や
火
葬
場
に
伴
う
地

元
対
策
事
業
に
、
教
育
環
境
の
改
善

や
恵
下
廃
棄
物
処
理
場
な
ど
の
問
題

が
浮
上
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ
協
一
丸

と
な
っ
て
よ
り
良
い
伴
づ
く
り
に
励

み
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）
。

会
長
＝
桑
原
一
之
（
伴
東
学
区
社

会
福
祉
協
議
会
長
）
◇
副
会
長
＝
川

本
一
之
（
伴
学
区
町
内
会
連
合
会
長
）
、

火
之
迫
清
治
（
大
塚
・
伴
南
学
区
社

会
福
祉
協
議
会
副
会
長
）
◇
事
務
局

長
＝
茂
木
辰
雄
（
同
事
務
局
長
）
◇

委
員
＝
上
山
彰
（
伴
学
区
町
内
会
連

合

会
副
会
長
）
、
秋
野
征
治

（
同
特
任
理
事
）
、

上
垣
内
保
之
（
同
）
、

熊
本
滋
（
大
塚
・

伴
南
学
区
社
会
福

祉
協
議
会
副
会
長
）
、

国
田
晃
司
（
伴
東
学
区

社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
）
、
西
村

昌
平
（
同
）
◇
監
査
＝
増
本
祥
人

（
大
塚
・
伴
南
学
区
社
会
福
祉
協
議

会
副
会
長
）
、
沖
田
忠
春
（
伴
東
学

区
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
）

推
進
協
は
桑
原
氏
が
新
会
長
に
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沼田合同庁舎の完成予想図。カーテンウォールが輝く4階建（安川からの外観）

５
月
中
旬
に
新
体
制
に

な
っ
て
３
ヵ
月
余
り
。

「
一
日
も
早
く
町
内
会
の

皆
さ
ん
に
連
合
会
の
動
き

を
お
届
け
し
な
け
れ
ば
」

と
思
い
な
が
ら
、
今
日
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
遅
く
な
っ
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

年
間
の
大
き
な
行
事
の
準
備
に

地
域
課
題
が
次
々
に
浮
上
し
、
連

合
会
の
役
割
は
一
層
重
く
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ

の
分
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
情
報

の
共
有
は
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体
制
を
整
え
て
、
可
能
な
限
り
情

報
発
信
に
努
め
ま
す
。
今
回
の
７

号
は
石
内
社
協
の
六
拾
部
忠
紀
事

務
局
長
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

秋
に
向
か
っ
て
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
。

「
自
助
・
共
助
」
で
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。
（
Ｋ
）

編集後記

沼
田
合
同
庁
舎
（
仮
称
）
の
関
連

工
事
が
８
月
８
日
か
ら
、
沼
田
公
民

館
前
の
広
場
で
始
ま
り
ま
し
た
。
安

佐
南
区
役
所
沼
田
出
張
所
、
沼
田
公

民
館
、
沼
田
老
人
い
こ
い
の
家
の
３

つ
の
施
設
が
入
る
、
沼
田
・
伴
地
区

の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。

足
か
け
３
年
の
建
設
工
事
で
、
平
成

30
年
春
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

合
同
庁
舎
の
建
設
場
所
は
伴
東
７

丁
目
の
現
公
民
館
西
側
の
安
川
沿
い

の
沼
田
公
園
。
２
千
８
百
平
方
㍍
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階
建
て
で
、

延
べ
床
面
積
は
３
千
７
百
平
方
㍍
。

１
階
は
玄
関
ホ
ー
ル
と
交
流
ス
ペ
ー

ス
。
２
階
が
出
張
所
と
老
人
い
こ
い

の
家
、
３
、
４
階
は
公
民
館
。
60
台

分
の
駐
車
場
を
備
え
、
沼
田
公
園
は

東
側
に
移
さ
れ
ま
す
。

こ
の
度
工
事
が
始
ま
っ
た
の
は
い

こ
い
の
家
の
仮
設
施
設
。
９
月
末
に

完
成
し
、
現
在
の
い
こ
い
の
家
の
解

体
、
合
同
庁
舎
の
建
設
と
順
次
進
め

ら
れ
ま
す
。

こ
の
庁
舎
は
、
安
佐
南
工
場
（
ご

み
焼
却
工
場
）
、
西
風
館
（
火
葬
場
）

の
伴
地
区
へ
の
建
設
の
代
償
と
し
て
、

市
が
地
元
対
策
事
業
の
目
玉
に
あ
げ

て
実
現
し
ま
し
た
。

総
工
費
は
22
億
円
で
、
庁
舎
関
係

が
18
億
円
と
い
う
大
き
な
事
業
で
す
。

庁
舎
の
外
壁
は
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー

ル
（
ガ
ラ
ス
張
り
）
の
モ
ダ
ン
な
造

り
の
設
計
。
日
光
の
十
分
な
遮
熱
対

策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し

て
の
機
能
も
地
元
で
は
強
く
求
め
る

声
が
出
て
い
ま
す

「
あ
さ
み
な
み
区
政
懇
談
会
」
が

８
月
３
日
、
沼
田
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
谷
山
勝
彦
区
長
が
「
災
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
」
を
強
調
し
ま

し
た
。

安
佐
南
区
の
本
年
度
の
主
要
な
事

業
に
つ
い
て
説
明
す
る
目
的
。
谷
山

区
長
を
は
じ
め
区
役
所
の
幹
部
20
人

が
出
席
。
地
元
か
ら
は
伴
、
伴
東
、

大
塚
・
伴
南
、
戸
山
地
区
の
町
内
会

長
た
ち
70
人
が
顔
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

冒
頭
、
谷
山
区
長
が
「
８
・
20
災

害
か
ら
間
も
な
く
２
年
。
佐
東
地
区

を
中
心
に
砂
防
ダ
ム
な
ど
の
建
設
が

進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
避
難
体
制
を

含
め
て
安
全
な
区
づ
く
り
に
努
め
ま

す
」
と
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
、

今
年
の
区
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
特
に
取
り
上
げ
た
の
が

「
区
の
魅
力
と
活
力
向
上
推
進
事
業
」

で
、
伴
学
区
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
ゾ
ー
ン
30
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

「
住
民
主
体
で
安
全
な
町
を
目
指
す

行
動
」
と
評
価
し
ま
し
た
。
ま
た
区

内
に
立
地
す
る
５
つ
の
大
学
に
注
目

し
、
「
地
域
と
大
学
の
パ
ワ
ー
が
連

携
す
れ
ば
地
域
づ
く
り
の
新
し
い
力

に
な
る
」
と
提
起
し
ま
し
た
。

住
民
側
か
ら
は
①
大
塚
交
差
点
の

渋
滞
対
策
②
通
学
路
の
安
全
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
―
な

ど
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

通
学
路
の
安
全
対
策
な
ど
要
望

沼
田
公
民
館
で

区
政
懇
談
会

沼田公民館で開かれた区政懇談会


